
 

 

 

 

 

 

 

 
 
〇さわやかなあいさつと思いやりの心 

朝、校門の前に立っていると、私の目を見ながら笑顔で「おはようございます」と 気持ちのよいあいさつを
して靴箱に進んでいく子どもたちに毎日元気をもらっています。これもひとえに日ごろの家庭や地域の方々の
ご指導の賜物と思っております。 

さて、あいさつについてもうれしいのですが、黒尾地区の登校班の   
ランドセルを背負った３年生の女の子が、友だちのランドセルを持っ 
て歩いてきます。すぐ後ろにはうつむきながらしょんぼりと歩く１年生 
の女の子。「どうしたの？」と聞くと「今日は１年生の〇〇さんの元気 
がないからランドセルを持っているのです」と３年生の女の子。１年生  
の子に理由を尋ねても１年生はうつむいたまま元気がありません。 
３年生の女の子に聞いても分かりません。とりあえず１年生の担任に 
状況を伝え、様子をみてもらいました。実は、以前もこの３年生の女の 
子は元気のない子のランドセルを持ってあげていたことがありまし 
た。言葉には出さないのですが「持ってあげるのがあたりまえ」という 
様子で何も言わずに教室に入っていく３年生の女の子の姿に、私自 
身大きな学びをいただきました。 

 また、生活科では、２年生が１年生の子どもに学校内を案内する   
「学校たんけん」がありました。２年生が １年生を思いやり「失礼しま 
すと言って教室に入るんだよ」「シールは貼れた？」「次はこっちだよ」 
と１年生の手を引き、優しく案内する姿に、大きな成長を感じました。 
  さらに、6年生の子ども達は１年生が入学して以来、登校後は毎日 
1年生の教室に行き、１年生がランドセルを片づけるお手伝いをしたりいっしょに本を読んだりと1年生に寄 
り添い優しくかかわってくれています。阿曽っ子の優しさの輪がどんどん大きくなりますように・・・。 
 

〇保護者・地域の皆様からの大きな支援 

朝正門に立っていると、雨の日も晴れの日も７時３０分ごろから横断旗を持って子ども達に大きな声であいさ
つをしてくださる方、お孫さんやお子さんといっしょに登校してくださる方、子ども達の下校を青パトで守ってくだ

さる方、子ども達の後ろからにこにこしながらついてきてくださる地域の方、上手に並んでこれていなければ子
ども達に注意をしてくださり、子ども達と一緒に歩いて来校し、運動場で子ども達に並んでこれたことをほめて
励ましてくださる方、学校前を車で通行するときにはスピードを落とし徐行をしてくださる方、・・・。 このように、
地域の宝である阿曽っ子は、たくさんの方々に守られています。「地域の子どもは地域で育てる」という意識が
根付いている阿曽地区で、私たちも精いっぱいお子さんと関わってまいりたいと思っております。 
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５月品格目標： 責任 

うれしかったこと、お伝えさせてください!! 



 

〇しんせつ玉が磨けています 

  阿曽小学校が取り組んでいる３つの玉の一つである「しんせつ玉」 。これは思  

いやり・親切を表しており、気持ちのよいあいさつや丁寧な問言葉づかい、仲間と 
心通わせ協力することができるようになってほしいと願い取り組んでいるものです。 
 先日の授業日、３年生の子どもが職員室にギガパソコンを取りに来た時のことで
す。ギガパソコンを受け取って帰ろうとする子どもに「きちんと、校長先生にありがとう
ございましたのあいさつをしようね」とついて来られたお母さんが優しく諭してくださ
る様子を見て、おうちでもきちんと丁寧な言葉遣いについてお話いただいていること
に安心しました。小さいことのようですが、このような一つ一つの積み重ねが、お子さ
んの言葉遣いや振る舞いを美しくしていきます。学校でもこのような声掛けを大切にしていきたいと思いました。 
 
 
 
  ゴールデンウイークが明けると、運動会の練習が始まります。そのため、１年生から６年生全員で運動場の石

拾いをしました。阿曽小学校では、子ども達が安全に運動をしたり楽しく遊んだりすることができるよう、職員も
子どもも力を合わせて運動場を整備しています。どの子も腰を下ろして、たくさんの石を拾いました。その後、職
員が整地用の金具を車にくくり付け、丁寧に平らに仕上げました。地面がでこぼこしていると見た目が悪いだけ
ではなく、子ども達がつまづく等、子ども達が安心して運動したり遊んだりすることができません。 
そこで、保護者の皆様にもぜひともご協力いただきたいことがあります。それは、車を所定の場所に駐車・通
行していただきたいということです。運動場を車が走ることで、運動場にはわだちができてしまい、でこぼこに
なってしまいます。運動場は大切な子どもの学び場です。実は、車が通ってでこぼこになってしまった運動場で
は、危険だろうということで、ご近所の方がたった一人で整地をしてくださっていることもあるようです。このよう
なことから、参観日等ではやむを得ず運動場に車を止めていただくことがありますが、それ以外は、どうぞ運動
場を車で通行することはご遠慮くださいますようお願いいたします。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全な運動場をみんなで守りましょう 

駐停車・通行できないエリア 

※参観日等は異なります 


